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時
空
の
漂
泊 

（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
六
日
 
第
三
十
五
号
） 

高
橋 

滋 

広
島
便
り 

二
〇
一
〇
里
山
を
歩
こ
う(

五) 

 
 
 
 
 
 

身
近
な
自
然
観
察 

佐
伯
の
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
（
大
名
挵
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
五
月
十
四
日
（
金
） 

 
佐
伯
の
花
上

は
な
が
み

の
小
屋
は
、
こ
の
一
週
間
あ
ま

り
の
良
い
天
気
で
、
一
挙
に
濃
い
緑
に
包
ま
れ

て
い
た
。
春
先
の
花
は
姿
を
消
し
て
い
た
。 

 
ス
ノ
キ
（
酢
の
木
）
の
花
が
咲
い
て
い
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
同
じ
仲
間
の
ツ
ツ
ジ
科
の
ス

ノ
キ
属
。
花
の
姿
も
、
八
月
頃
に
な
る
実
も
似

て
い
る
。 

 
し
か
し
、
ス
ノ
キ
の
実
の
付
き
方
が
ま
ば
ら

な
の
で
、
同
じ
ツ
ツ
ジ
科
ス
ノ
キ
属
で
も
ナ
ツ

ハ
ゼ
（
夏
櫨
）
の
実
が
な
る
の
を
待
つ
人
の
方

が
多
い
よ
う
に
思
う
。 
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春
先
か
ら
、
ヤ
マ
ガ
ラ
（
山
雀
）
と
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
が
巣
を
争
っ
て
い
た
が
、
巣
箱
に
首
を

突
っ
込
ん
で
い
た
の
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
（
四
十

雀
）
で
、
つ
い
に
勝
負
に
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が

勝
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 
瞬
間
の
こ
と
で
一
枚
し
か
撮
れ
な
か
っ
た

が
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
（
大
名
挵
）
の
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い

た
。
セ
セ
リ
に
し
て
は
美
し
い
色
合
い
で
、
こ

の
色
彩
を
持
つ
蝶
は
少
な
い
と
思
う
。 

 
な
お
、
「
せ
せ
・
る
」
（
挵
る
）
と
は
、

「
と
が
っ
た
も
の
で
繰
り
返
し
つ
つ
く
。
つ
つ

い
て
ほ
じ
く
る
。
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
「
楊

枝
で
歯
を
せ
せ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
使
う
。

蝶
の
触
角
の
先
は
、
普
通
は
棍
棒
状
だ
が
、
そ

れ
が
尖
っ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら

れ
た
名
前
な
の
だ
ろ
う
か
？
。 

 
セ
セ
リ
蝶
の
仲
間
は
体
が
太
く
、
翅は

ね

が
短

く
、
し
か
も
色
も
地
味
な
も
の
が
多
い
こ
と
か

ら
い
わ
ゆ
る
蛾が

に
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

も
っ
と
も
蝶
と
蛾
と
の
違
い
は
厳
密
に
言
う
と

極
め
て
難
し
く
、
分
け
な
い
の
が
正
解
の
よ
う

な
の
だ
が…

…
…
…

。 
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湯
来
町
か
ら
東
郷
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
五
月
十
五
日
（
土
） 

 
佐
伯
の
花
上
（
左
地
図
の
左
隅
の
印
）
の
小

屋
は
山
の
中
で
あ
り
、
今
年
は
月
一
回
、
人
里

の
湯
来
町
の
和
田
と
い
う
と
こ
ろ
、
湯
の
山
温

泉
の
近
く
（
左
地
図
の
左
上
部
）
で
、
地
元
の

野
菜
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。 

 
午
前
中
の
仕
事
（
昼
飯
付
き
）
な
の
で
、
午

後
、
東
郷
山
（
左
地
図
の
右
中
部
）
の
方
に
行

っ
て
み
た
。
山
に
は
入
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ろ

い
ろ
植
物
な
ど
の
観
察
が
で
き
た
。 

 

 
ま
ず
は
シ
ソ
（
紫
蘇
）
科
の
多
年
生
草
本
の

ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ
（
羅
生
門
葛
）
で
あ

る
。
物
々
し
い
名
前
は
、
長
さ
が
四
、
五
セ
ン

チ
に
も
な
る
花
の
形
を
、
京
都
の
羅
生
門
で
渡

辺
綱
が
鬼
退
治
し
た
時
に
切
り
落
と
し
た
腕
に

見
立
て
た
の
だ
と
い
う
。 
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一
条
戻
り
橋
で
鬼
の
腕
を
切
り
落
と
す
一 

 
（
歌
川
国
芳
・
画
、
江
戸
時
代
） 

 
次
は
、
こ
の
季
節
か
ら
多
く
見
る
白
い
花
で

あ
る
。
後
で
調
べ
て
ハ
イ
ノ
キ
（
灰
の
木
）
二

と
特
定
し
た
常
緑
中
低
木
で
あ
る
。 

 
植
物
だ
け
で
は
な
い
。
蝶
も
い
た
。
暫
く
み

て
い
な
い
ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ
（
虎
斑
小
灰
蝶
）
三

も
飛
ん
で
来
た
。
と
っ
さ
の
こ
と
で
ピ
ン
ト
が

合
わ
な
か
っ
た
。
「
尾
状
突
起
」
（
後
翅
の
先

                                     

一 http://w
w
w
.w
eblio.jp/content/

源
綱 

摂
津
源
氏
の
源
頼
光
に
仕
え
、
頼
光
四
天
王
の
筆
頭
と
し
て
剛
勇
で
知

ら
れ
た
。
大
江
山
の
酒
呑
童
子
退
治
や
、
京
都
の
一
条
戻
り
橋
の
上
で

鬼
の
腕
を
源
氏
の
名
刀
「
髭
切
り
の
太
刀
」
で
切
り
落
と
し
た
逸
話
で

有
名
。
謡
曲
『
羅
生
門
』
は
一
条
戻
り
橋
の
説
話
の
舞
台
を
羅
城
門
に

の
突
起
）
も
あ
り
、
波
線
の
斑
も
入
っ
て
い

て
、
時
期
は
早
い
も
の
の
、
一
瞬
「
ゼ
フ
ィ
ル

ス
四
か
な
」
と
思
わ
せ
た
。 

移
し
か
え
た
も
の
で
あ
る
。 

二 http://w
w
w
.w
eblio.jp/content/

ハ
イ
ノ
キ 

三 http://w
w
w
.w
eblio.jp/content/

ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ 

翅
の
灰
色
濃
淡
の
し
ま
模
様
で
、
後
翅
に
オ
レ
ン
ジ
斑
を
持
つ
。
こ
の

翅
裏
の
し
ま
模
様
か
ら
ト
ラ
フ
と
名
が
付
い
た
。
翅
表
は
黒
地
で
、
雄

 
帰
り
道
、
市
街
地
を
流
れ
る
八
幡
川
の
河
原

で
黄
色
い
花
の
群
生
を
見
た
。
写
真
を
撮
っ

て
、
戻
っ
て
調
べ
た
ら
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
（
蛇

結
茨
）
だ
っ
た
。
枝
が
も
つ
れ
な
が
ら
く
ね
っ

は
中
心
が
青
く
輝
く
。 

四 http://ja.w
ikipedia.org/w

iki/

ゼ
フ
ィ
ル
ス 

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
（
小
灰
蝶
）
の
一
群
。 
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て
い
る
様
子
を
蛇
が
絡
み
合
っ
て
い
る
様
子
に

見
立
て
て
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
大
き
く
て

立
派
な
花
で
あ
る
。
八
幡
川
の
河
原
に
は
多
い

よ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ハ
ッ
キ
リ
と
見
た
記
憶

は
な
か
っ
た
。 

 

                 

   


